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北豊教区京仲組の皆さん北豊教区京仲組の皆さん

春
季
彼
岸
会
、
永
代
経
法
要

春
季
彼
岸
会
、
永
代
経
法
要

沖
縄
戦

沖
縄
戦
全
戦
没
者
追
悼
法
要

全
戦
没
者
追
悼
法
要

今
年
の
春
分
の
日
は
3
月
20
日
（
木
）。

前
後
3
日
間
を
含
め
た
７
日
間
、
3
月

17
日
~
23
日
が
春
の
彼
岸
会
の
期
間
で

し
た
。

沖
縄
別
院
で
は
春
分
の
日
・
秋
分
の

日
に
﹁
彼
岸
会
法
要
、
永
代
経
法
要
﹂

を
お
勤
め
し
て
い
ま
す
。﹁
永
代
経
法
要
﹂

は
沖
縄
別
院
納
骨
堂
に
永
代
納
骨
を
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
法
要
で
す
。

春
分
の
日
の
3
月
20
日
午
前
10
時
に

は
、
沖
縄
別
院
本
堂
に
て
﹁
春
季
彼
岸

会
法
要
﹂﹁
春
の
永
代
経
法
要
﹂
そ
し
て

﹁
沖
縄
戦
全
戦
没
者
追
悼
法
要
﹂
を
併

修
し
、
多
く
の
方
が
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

法
要
の
前
後
に
は
多
く
の
ご
家
族
が
納

骨
堂
に
も
お
参
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

2
月
10
日(

月)

に
北
豊
教
区
（
福

岡
県
）
京
仲
組
の
皆
さ
ん
、
17
日
に
兵

庫
教
区
出
石
組
西
方
寺
の
皆
さ
ん
、
3

月
5
日
に
滋
賀
教
区
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

の
皆
さ
ん
、
12
日
に
は
備
後
教
区
法
味

会
の
皆
さ
ん
と
、
大
阪
教
区
実
践
運
動

研
修
会
の
皆
さ
ん
が
沖
縄
別
院
に
参
拝

さ
れ
ま
し
た
。
お
念
仏
の
声
が
あ
ふ
れ

る
な
か
、
沖
縄
の
歴
史
・
別
院
の
沿
革

な
ど
を
聞
き
、
学
び
多
き
1
日
と
な
っ

た
こ
と
を
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

沖
縄
別
院
で
は
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご

参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ハハイイササイイ!!!!

沖
縄
沖
縄
へへ
よ
う
こ
そ

よ
う
こ
そ

滋賀教区親鸞聖人讃仰会の皆さん滋賀教区親鸞聖人讃仰会の皆さん備後教区法味会の皆さん備後教区法味会の皆さん

左上）兵庫教区出石組西方寺の皆さん左上）兵庫教区出石組西方寺の皆さん
左中）大阪教区実践運動研修会の皆さん左中）大阪教区実践運動研修会の皆さん

お勤めのあとは中岡輪番お勤めのあとは中岡輪番
から、お彼岸の由来や、から、お彼岸の由来や、
お浄土についてのご法話お浄土についてのご法話
があったがあった

べ
ま
し
た
。

事
務
局
が
財
務
議
決
議
案
の
令
和
7

年
度
予
算
案
、
令

和
6
年
度
予
算
補

正
案
に
つ
い
て
詳

細
を
説
明
し
、
全

議
案
が
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
以
下
の

事
項
に
つ
い
て
事

務
連
絡
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

（
1
）
総
長
・
総
務
・
副
総
務
の
就
退
任

に
つ
い
て

（
2
）
宗
務
部
門
職
制
変
更
に
つ
い
て

（
3
）
新
し
い
﹁
領
解
文
﹂（
浄
土
真
宗

の
み
教
え
）
に
関
す
る
施
策
の
取

り
止
め
に
つ
い
て

（
4
）﹁
願
記
処
理
電
子
シ
ス
テ
ム
﹂
導

入
に
つ
い
て

（
5
）
沖
縄
県
宗
務
推
進
会
議
委
員
任
期

満
了
に
つ
い
て

（
6
）
沖
縄
特
区
・
沖
縄
別
院
慶
讃
法
要

決
算
見
込
報
告
に
つ
い
て

第
２
回

第
２
回
沖
縄
県
宗
務
推
進
会
議

沖
縄
県
宗
務
推
進
会
議

3
月
25
日
（
木
）
午
後
6
時
55
分
か
ら
、

沖
縄
別
院
本
堂
に
お
い
て
﹁
２
０
２
４

（
令
和
6
）
年
度
第
２
回
沖
縄
県
宗
務
推

進
会
議
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
中
岡
順
忍
所
長
か
ら
令
和

7
年
度
沖
縄
県
宗
務
特
別
区
執
務
方
針

に
つ
い
て
説
明
を
し
、
ま
た
、﹁
今
年

は
戦
後
80
年
と
い
う
大
き
な
節
目
に
当

た
る
た
め
、
ご
門
主
様
ご
臨
席
の
も
と
、

太
平
洋
戦
争
全
戦
没
者
・
沖
縄
戦
終
戦

80
年
追
悼
法
要
を
修
行
し
ま
す
﹂
と
述

季平師の記念法話に聞き入る門徒総代の皆さん

開会式の様子開会式の様子

特区「公聴会」ではさまざまな意見が出された

（
7
）﹁
太
平
洋
戦
争
全
戦
没
者
・
沖
縄

戦
終
戦
80
年
追
悼
法
要
﹂
修
行
に

つ
い
て

（
8
）
沖
縄
別
院
の
業
務
報
告
に
つ
い
て

（
9
）
令
和
7
年
度
寺
院
巡
回
実
施
に
つ

い
て

▶ 2025（令和７）年度沖縄特区一般会計予算◀

お
き
な
わ

《 2025 春  ・  第 126 号 》

発　行
	 浄土真宗本願寺派

	 沖縄県宗務事務所

発行人	 中  岡  順  忍
〒 900 ─ 0005
沖縄県那覇市天久 2 ─ 18 ─ 2
電　話	（098）860 ─ 7009
ファックス	（098）860 ─ 7469
mail ameku2182@yahoo.co.jp



沖 縄 特 区 報　春・第 126 号沖 縄 特 区 報　春・第 126 号 2025（令和 7 ）年 4月1日2025（令和 7 ）年 4月1日 （ 2 ）（ 3 ）

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要

本
願
寺
沖
縄
別
院
設
立

本
願
寺
沖
縄
別
院
設
立
2020
周
年
記
念
法
要

周
年
記
念
法
要

  

祝
賀
会

祝
賀
会
をを
開
催
開
催

7
月
3
日
（
木
）
に
県
営
平
和
祈
念

公
園
﹁
平
和
の
丘
﹂
で
修
行
す
る
﹁
太

平
洋
戦
争
全
戦
没
者
・
沖
縄
戦
終
戦
80

年
追
悼
法
要
﹂
に
つ
き
、
委
員
の
皆

さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

追
悼
法
要
に
あ
た
っ
て
は
、
沖
縄
基
地

問
題
等
を
題
材
に
し
た
映
画‌『
沖
縄
狂
想

曲
﹄（
監
督
・
構
成
:
太
田
隆
文
）
の

D‌

V‌

D
を
沖
縄
特
区
が
購
入
、
事
前
に

全
教
区
へ
配
布
し
、
参
拝
に
備
え
て
も

ら
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

初
年
度
の
実
践
状
況
に
つ
い
て
協
議

3
月
18
日
（
火
）
午
後
６
時
に
は
、

多
目
的
室
に
お
い
て
第
3
回
﹁
御
同
朋

の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
﹂
沖
縄
特
区
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
年
度
当
初
に

策
定
し
た
第
5
期
総
合
基
本
計
画
・
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
1
年
目
の
点
検
報

告
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

沖
縄
特
区
で
は
、

①
貧
困
の
克
服
に
向
け
て
、

■
実
践
運
動
推
進
研
修
会

漢
見
師
「
終
わ
ら
ぬ
戦
後
」
を
聴
聞

1
月
25
日
（
土
）
午
後
７
時
か
ら
沖

縄
別
院
本
堂
に
お
い
て
、２
０
２
４
（
令

第
２
回

第
２
回  

実
践
運
動
推
進
研
修
会

実
践
運
動
推
進
研
修
会

第
２
・
３
回

第
２
・
３
回  

御
同
朋
の
社
会

御
同
朋
の
社
会

を
め
ざ
す
運
動

を
め
ざ
す
運
動
沖
縄
特
区
委
員
会

沖
縄
特
区
委
員
会

②
寺
院
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
、

③
﹁
非
戦
平
和
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
的
課
題
の
取
り
組
み
、

以
上
3
点
の
実
践
目
標
を
掲
げ
て
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
1
日
に
沖
縄
別
院
に
お

い
て
修
行
し
た
﹁
親
鸞
聖
人
御
誕
生

８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃

法
要
﹂﹁
本
願
寺
沖
縄
別
院
設
立
20
周
年

記
念
法
要
﹂
は
お
陰
さ
ま
で
円
成
と
な

り
ま
し
た
。
３
月
12
日
（
水
）
沖
縄
市

内
ホ
テ
ル
に
て
、
沖
縄
特
区
内
関
係
者

を
慰
労
す
る
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
岡
順
忍
輪
番
は
皆
さ
ま
に
御
礼
を

述
べ
、﹁『
伝
え
る
・
つ
な
ぐ
・
命ぬ

ち

ど
ぅ

宝た
か
ら﹄

を
テ
ー
マ
に
法
要
を
勤
め
ま
し

た
。
沖
縄
特
区
、
沖
縄
別
院
の
皆
さ
ま
が
、

浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
伝
え
広
め
て
い

く
一
助
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
挨

拶
し
ま
し
た
。
菊
城
元
明
法
要
委
員
長

は
、
一
昨
年
﹁
て
だ
こ
ホ
ー
ル
﹂
で
の

沖
縄
特
区
慶
讃
法
要
、
ま
た
昨
年
末
の

別
院
慶
讃
法
要

で
の
関
係
者
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、

乾
杯
の
発
声
を

し
ま
し
た
。

盛
会
の
う

ち
に
会
は
進

み
、
最
後
に
大

城
貴
代
子
法
要

副
委
員
長
が
謝
辞
を
述
べ
、
ま
た
、﹁
今

年
は
戦
後
80
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ

り
、
沖
縄
特
区
で
は
7
月
3
日
に
ご
門

主
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
追
悼
法
要
を
お

勤
め
し
ま
す
。
今
回
の
法
要
で
つ
な
が
っ

た
絆
を
大
切
に
し
、
7
月
の
法
要
に
向

け
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
﹂
と
挨
拶

さ
れ
て
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、

４
月
１
日
付
に

て
出
向
期
間
を

終
え
、
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
宗
務
所
伝
道
部
に
て
勤
務

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
、
沖
縄
特
区
の
皆
さ

ま
の
温
か
い
お
育
て
に
支
え
ら
れ
職
務

を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
在
任
中
は

﹁
慶
讃
法
要
﹂﹁
沖
縄
別
院
設
立
20
周
年

記
念
法
要
﹂
な
ど
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
年
修
行
の
﹁
太
平
洋
戦

争
全
戦
没
者
・
沖
縄
戦
終
戦
80
年
追
悼

法
要
﹂
に
携
わ
れ
な
い
こ
と
は
心
残
り

で
す
が
、
新
た
な
任
地
に
て
、
沖
縄
で

い
た
だ
い
た
経
験
を
生
か
し
、
ご
法
義

の
繁
盛
に
微
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

和
6
）
年
度
﹁
第
2
回
実
践
運
動
推
進

研
修
会
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
漢あ

や

見み

覚か
く

恵え

師
（
滋
賀
教
区

彦
根
組
純
正
寺
住
職
・
本
願
寺
派
布
教

使
）
を
お
迎
え
し
、﹁
疎
開
の
名
の
下
に

強
制
撤
去
さ
せ
ら
れ
た
寺
院
の
終
わ
ら

ぬ
戦
後
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
ご
講
師
の
寺

院
の
歴
史
を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

■
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動

終
戦
80
年
追
悼
法
要
協
議
す
す
む

1
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
か
ら
多

目
的
室
に
お
い
て
２
０
２
４
（
令
和
6
）

年
度
第
2
回
﹁
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ

す
運
動
﹂（
実
践
運
動
）
沖
縄
特
区
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 講師の石﨑師が問題提起される講師の石﨑師が問題提起される

お礼を述べる中岡輪番お礼を述べる中岡輪番

菊城委員長による乾杯↓菊城委員長による乾杯↓

法要に尽力いただいた方々法要に尽力いただいた方々

挨拶される大城副委員長挨拶される大城副委員長

退
任
退
任
のの
ご
挨
拶　

ご
挨
拶　
川
中
実
智

川
中
実
智

実践運動推進研修会にて実践運動推進研修会にて
漢見師によるご講義漢見師によるご講義

第第３回御同朋の社会をめざす運動・沖縄特区委員会の様子回御同朋の社会をめざす運動・沖縄特区委員会の様子


